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チ B.各職種によるアプローチの実際 3.栄養指導. In: NTT東日本関東病院流外来が

ん薬物療法を支えるチーム医療 各職種・部門の取り組みから多職種連携の実際まで. 

東京: 南江堂; 2024.2: 32-36. 

(12) 胡谷さやか. 第 2章 外来がん薬物療法を支える各職種のアプローチ B.各職種による

アプロ―チの実際 1.がん看護外来, 10.アピアランスケア. In: NTT 東日本関東病院

外来化学療法センター, NTT東日本関東病院メディカルオンコロジーセンター編. NTT

東日本関東病院流外来がん薬物療法を支えるチーム医療:各職種・部門の取り組みから

多職種連携の実際まで. 東京: 南江堂; 2024.2: 24-27, 77-80. 

(13) 棚井千春, 胡谷さやか, 清水幸雄, 荒木聡子, 渡邉絢子. 第 3章 代表的有害事象に多

職種で取り組む Case 1:免疫関連有害事象(皮膚症状・甲状腺機能障害・筋炎・間質性

肺疾患). In: NTT 東日本関東病院外来化学療法センター, NTT 東日本関東病院メディ

カルオンコロジーセンター編. NTT東日本関東病院流外来がん薬物療法を支えるチー

ム医療:各職種・部門の取り組みから多職種連携の実際まで. 東京: 南江堂; 2024.2: 

82-89. 

 

<学会発表> 

(1) 辻有恒, 並河明雄, 齊藤宇広, 櫻井悠樹, 髙橋紘子, 古殿孝高, 渋谷祐子. ESA・HIF-

PH阻害薬抵抗性貧血に対し骨髄検査を行ったところ結核性リンパ節炎および骨髄異形

成症候群の診断となり良好なコントロールを得られた一例. 於: 第 120回日本内科学

会総会・講演会 医学生・研修医・専攻医の日本内科学会ことはじめ 2023 東京; 

4.15,2023; 東京. 

(2) 港洋平. デバイスが変える新時代 ESD!～先端からの送水機能付きナイフとトラクショ

ンバンドが与えるインパクト～. 於: 第 116回日本消化器内視鏡学会関東支部例会; 

6.11,2023; 東京. 



(3) Takeuchi N, Ohata K, Toshifumi I, Banjoya S, Kimura T, Nagae S, Furuta K, Ito 

Y, Yamazaki H, Takayanagi S, Kimoto Y, Kano Y, Ono K, Sakuno T, Minato Y. The 

usefulness of two-stage endoscopic resection (TSER) for a huge protruding 

tumor in the duodenal bulb. Poster presented at: UEG Week 2023; 10.15,2023; 

Copenhagen. 

(4) 加納由貴. 微小咽喉頭腫瘍の大規模経過観察例での経時的特徴の検討. 第 23 回頭頚部

表在癌研究会; 11.23, 2023; 千葉. 

(5) Takayanagi S. Efficacy of Endoscopic strictureplasty for severe anastomotic 

stricture after gastrectomy. 於: 第 31回日本消化器関連学会習慣. 11.2,2023; 

Kobe. 

(6) 港洋平. みんなで納得! 腹部圧迫のカンコツ!.  於: 第 40回関東消化器内視鏡技師学

会 カウンタープログラム; 11.19,2023; 東京. 

(7) 竹内菜緒, 港洋平 ,飯田敏史, 坂上谷侑, 木村友哉, 永江真也, 古田孝一, 伊藤洋平, 

山﨑寛, 髙柳駿也, 木本義明, 加納由貴, 小野公平, 作野隆, 大圃研. 十二指腸の巨

大隆起型腫瘍に対する二期的内視鏡的切除(Two-stage endoscopic resection: TSER)

の有用性. 於: 第 6回十二指腸腫瘍の診断と低侵襲治療に関する研究会; 11.25,2023; 

東京. 

(8) 港洋平. グッドモーニング! 大腸内視鏡!. 於: 第 117 回日本消化器内視鏡学会関東支

部例会ランチョンセミナー; 12.10,2023; 東京. 

(9) T Teratani. Cause of death analysis in patients with metastatic liver cancer 

treated with local therapy. Paper presented at: Asian Pacific Association for 

the study of liver; March 29, 2024; Kyoto. 

(10) 藤田祐司. 新型胆道プラスチックステント REGULUS 7Fr の使用経験. 於:第 105回日本

消化器内視鏡学会総会 ランチョンセミナー28; 5.27,2023; 東京. 

(11) 寺谷卓馬. (インストラクター, コメンテーター) ｢やってみよう! エコーガイド穿

刺｣. 於: JDDW2023; 11.2,2023; 神戸. 

(12) Ichikawa M, Fukushima H, Kamoda Y, Hirao M, Iizuka H, Kida M, Usuki K. 

Response to Cyclosporine is Less Common in the Patients with Large Granular 

Lymphocyte Leukemia-associated Acquired Pure Red Cell Aplasia: Single Center 

Experience.  於: the 13th Japanese Society of Hematology International 

Symposium; 7.22-23,2023; つくば. 

(13) 市川幹. 教育講演 EL1-5-3. 骨髄異形成症候群治療の現状. 於: 第 85回日本血液学会

学術集会; 10.13,2023; 東京. 

(14) 髙見澤重賢. 委員会企画｢SNS-WGシンポジウム｣; 於: 第 21回日本臨床腫瘍学会学術

集会; 2.22,2024; 名古屋. 



(15) Sakuma J, Tanaka M, Noie T. Current status of remnant gastric cancer in our 

institution, from the perspective of ways of reconstruction in the initial 

gastrectomy, Billroth-I versus Billroth-II. Poster presented at: The 15th 

International Gastric Cancer Congress(IGCC 2023); 6.15,2023; 横浜. 

(16) Ohyama Y, Yamashiro M. Various techniques for mandibular reconstruction using 

the scapula free flap. 於: 第 42回日本口腔腫瘍学会総会; 1.25,2024; 札幌. 

(17) 山城正司, 柳下寿郎. 口腔表在性病変の診断と治療ー現状と課題ー. 於: 第 42回日本

口腔腫瘍学会総会; 1.25,2024; 札幌. 

(18) 山城正司. 高齢者口腔がん患者の治療目的, QOL・機能評価, 治療方針, 予後因子につ

いて. 於: 第 42回日本口腔腫瘍学会総会; 1.26,2024; 札幌. 

(19) 清水幸雄, 胡谷さやか, 笹谷千波, 荒木聡子. NTT東日本関東病院におけるメディカ

ルオンコロジーセンターの取り組み. 於: 第 4回 Tokyo Association of Supportive 

Care in Cancer ; 11.15,2023; 東京. 

(20) 兼平暖, 橋本光弘, 鈴木麻由香, 後藤恵美子, 大澤まりえ, 小林怜子, 内野慶太, 鈴

木正寛, 豊田達也, 福田明, 山田高嗣, 田中昌代. 骨転移診療チームにおける薬剤師

の役割～がん診療連携拠点病院単一施設における介入事例の後方視的調査～. 於: 第

33回医療薬学会年会; 11.5,2023; 仙台. 

(21) 小暮洋美. 乳腺内低エコー域造影超音波症例検討. 於: 第 50回日本乳腺甲状腺超音波

医学会学術集会; 5.13,2023; 東京. 

(22) Ueshima J. Identifying diagnostic criteria and prevalence of cachexia in 

Asians: a scoping review. at: 9th Asian Conference for Frailty and 

Sarcopenia; October 27,2023; Singapore. 

(23) 上島順子. 高齢患者に対する低栄養・サルコペニア・悪液質評価指標の臨床応用と検

証. 於: 第 27 回日本病態栄養学会年次学術集会; 1.27,2024; 京都. 

(24) 上島順子. NTT 東日本関東病院における外来がん化学療法患者への関わり. 於: 第 27

回日本病態栄養学会年次学術集会; 1.28,2024; 京都. 

(25) 御手洗幸子. フォーラムディスカッション ｢未来を拓く｣遺伝看護専門看護師の取り組

み. 於: 第 22 回日本遺伝看護学会学術大会; 10.7,2023; 東京. 

 

<学術講演> 

(1) 港洋平. みんな知りたい｢ESDのこと｣. 於: 大腸内視鏡検査関連勉強会; 5.11,2023; 

WEB. 

(2) 港洋平. CURRENT STATUS AND FUTURE PERSPECTIVE OF ESD FOR EARLY GASTRIC 

CANCER; 6.3,2023; 中国,福州. 

(3) 港洋平. 明日から役立つ上部・下部消化管の内視鏡検査の最新潮流. 於: 第 749回医

療技術セミナー. 日本メディカルスキップアップ開催; 6.8,2023; 東京. 



(4) 港洋平. 大腸 ESDの現在地. 於: モビプッレプ配合内用液ライブセミナー; 

6.13,2023; 東京. 

(5) 伊藤洋平. 上部消化管の疾患の病態と診断・治療について. 於: 東京医療保健大学五

反田キャンパス; 7.13,2023; 東京. 

(6) 港洋平. 内視鏡診療のトラブルシューティング～逆流性食道炎に対するボノプラザン

の有用性も含めて～. 於: 神奈川消化管 Expert Seminar; 7.29,2023; 神奈川. 

(7) 港洋平. メタバースで学ぶ ESD のコツ. 於: 第 0 回黄金ロード; 8.3,2023; 東京. 

(8) Minato Y. ESD(Experience using Tech knife, Sure Clip Traction Band)Including 

closure. at: 3rd REIWA Private Lecture at Copenhagen. 10.15,2023; Copenhagen. 

(9) 港洋平. 新型細径内視鏡が変える次世代の内視鏡. 於: FUJIFILM MEDICAL WEB 

SEMINAR 2023 IN 東京; 10.20-30,2023; 東京. 

(10) 港洋平. 症例報告 3. 於: SutuArt Clinical Conference 第 1 部 症例報告セッショ

ン; 11.10,2023; 東京. 

(11) 港洋平. OTSC トラブルバスターズ. 於: OTSC Webinar OTSC のプロフェッショナルか

ら聞く～OTSC トラブルシューティング～; 1.31,2024; 東京. 

(12) 港洋平. 黄金刀とトラクションバンドで挑む大腸 ESD. 於: 第 1回黄金ロード in 岡

山(ESD WEBセミナー); 2.7,2024; 東京. 

(13) 港洋平. 明日から役立つ下部消化管の内視鏡検査の最新潮流. 於: 第 769 回医療技術

セミナー. 日本メディカルスキップアップ開催; 2.18,2024; 東京. 

(14) 寺谷卓馬. ディベート 3 肝癌治療は RFA かマイクロ波か. 於: 第 59回日本肝癌研究

会; 7.28,2023; 大阪. 

(15) 寺谷卓馬. セミフリーハンド法による電極挿入. 第 2回日本アブレーション研究会; 

2.10,2024; 岡山. 

(16) 藤田祐司. EUS-HGS時にステントがずれた 2例. 於: BSJ 東京胆膵講演会 胆膵疾患の

EBM. 6.21,2023; 東京. 

(17) 寺谷卓馬. NTT での肝癌に対する取り組み. 於: 第 2回 Gastroenterology Summer 

Summit in Tokyo; 7.29,2023; 東京. 

(18) 寺谷卓馬. 当院での経皮的局所療法. 於:第 6回大宮 HCVセミナー; 9.21,2023. 埼玉. 

(19) 藤田祐司. GC+Durvalumab の使用経験. 於: 新時代を迎えた切除不能胆道癌治療; 

12.21,2023; 東京. 

(20) 臼杵憲祐. Real-world data of AML, MDS, and CMML in Japan: the results of 

JALSG clinical observational study-11 (JALSG-CS-11). 於: JALSG 研究成果発表

会; 4.2,2023; WEB開催. 

(21) 佐藤彰一, 前村直輝, 須長小百合, 神宮大地, 小林尚輝, 鶴眞夫, 小島晴樹, 佐久間

淳, 三原裕一郎, 田中求, 樅山将士, 中嶋健太郎, 長尾厚樹, 野家環. ロボット支援

下膵体尾部切除術. 於: 第 6回東京 MIS 研究会ビデオ検討会; 11. 30,2023; 東京. 



(22) 樅山将士. 外科手術の実際(開腹～鏡視下・ロボット支援下). 於: 日本手術看護学会 

関東甲信地区セミナー; 7.8,2023; Web. 

(23) 樅山将士. 大腸がんの外科治療 開腹・腹腔鏡手術からロボット支援下手術へ. 於: メ

ディカルノート オンライン講座; 1.12,2024; Web. 

(24) 山田高嗣. 骨転移対策チーム始動!!. 於: NTT東日本関東病院がん診療連携ミーディ

ング～SMILE net～; 10.24,2023; NTT東日本関東病院. 

(25) 山城正司. 口腔がんの早期診断には何が必要か?. 於: 芝・麻布赤坂歯科医師会口腔が

ん検診ハンズオンセミナー; 10.29,2023: 東京. 

(26) 山城正司. 口腔がん検診講習会-総論-. 於: 品川歯科医師会; 11.6,2023; 東京. 

(27) 山城正司. 口腔がん検診講習会-各論-. 於: 品川歯科医師会; 11.28,2023; 東京. 

(28) 山城正司. 知ってほしい口腔がんのこと-早期診断のために-. 於: 世田谷歯科医師会; 

2.7,2024; 東京. 

(29) 山城正司. 知ってほしい口腔がんのこと－口腔がんは増えています－. 於: 世田谷区

口腔がん予防講習会; 2024; WEB 配信. 

(30) 中村真樹. 未然に防ごう､トラブルシューティング. 於: 日本泌尿器内視鏡・ロボティ

クス学会共催教育セミナー; 5.10,2023. 

(31) 大澤まりえ,中川雅之. 仙椎転移部に対する生検時の減圧効果で,がん性疼痛が軽減し

たと考えられた一例. 於: 第 8 回穿刺ドレナージ研究会; 7.15,2023; 大阪. 

(32) 臼井有希子. 腎癌の頭頚部転移の 1例. 於: 第 106回城南カンファレンス; 

7.26,2023; 東京. 

(33) 細井玲奈. 術前診断が困難であった進行空腸癌の 1例. 於: 第 107 回城南カンファレ

ンス; 10.25,2023; 東京. 

(34) 鈴木正寛. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会; 5.20,2023; 東京(NTT 東日本関東病院). 

(35) 石川貴洋子. がん患者等への支援. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩

和ケア研修会; 5.20,2023; 東京(NTT東日本関東病院). 

(36) 鈴木正寛. 難治性がん疼痛 腰仙部神経叢浸潤症候群. 於: 第 234 回東京逓信病院学術

講演会; 6.8,2023; 東京. 

(37) 鈴木正寛. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会; 10.14,2023; 東京(NTT 東日本関東病院). 

(38) 片山寿希. がん患者等への支援. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会; 10.14,2023. 東京(NTT 東日本関東病院). 

(39) 鈴木正寛. NTT 東日本関東病院医師が伝えるいい最期の迎え方. 於: 第 2回オルシア

勉強会; 10.26,2023; 東京(オルシア訪問看護ステーション). 

(40) 鈴木正寛. 全人的苦痛に対する緩和ケア. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対

する緩和ケア研修会; 11.11,2023; 東京(東京逓信病院). 



(41) 鈴木正寛. NTT 東日本関東病院医師が伝えるいい最期の迎え方. 於: 第 2回オルシア

勉強会; 11.16,2023; 東京(オルシア訪問看護ステーション). 

(42) 石川貴洋子. がん疼痛の機序と治療戦略. 於: 第一三共株式会社主催 品川区薬剤師会

後援 Step up Web Seminar; 1.29,2024; 東京. 

 

<座長> 

(1) 中嶋健太郎. 要望演題 1-1  高度肥満症例に対する外科的治療. 於: 第 78回日本大腸

肛門病学会学術集会; 11.10,2023; 熊本. 

(2) 鈴木正寛. 生きるを支える、症状緩和. 於: 第 28回日本緩和医療学会学術大会; 

6.30,2023; 神戸. 

 

<講師> 

(1) 上島順子. TNT₋rahabilitation ワークショップ ケーススタディ. 於: 2023 年度第 1

回 TNT-Rehabilitation; 8.19,2023; 東京. 

(2) 上島順子. 症例検討と発表(がん患者に対する栄養管理). 於: 令和 5年度臨床栄養師

研修認定講座(Web); 8.27,2023; 東京. 


